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あふれるၖが感動を呼ぶ

ことしも３つの会場で上演された市民による手作りの舞台。厳しい寒さの中、大勢のキャスト・スタッ

フが準備や稽古に励んできました。笑いあり、涙ありの感動の作品ばかり。どの会場にも多くの観客が

詰め掛け、カーテンコールではキャスト・スタッフに惜しみない拍手がいつまでも送られていました。
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ˉ１月27日、１月28日

第10回奥州市民★文士劇

「ヤマトタケル ―帰ろう！ヤ

マトへ、まほろばの国へ―」

江刺体育文化会館（ささらホール）

ヤ
マ
ト
の
皇
子
オ
ウ
ス
ノ
ミ
コ
ト
は
、

誤
っ
て
兄
を
殺
し
て
し
ま
い
、
父
の
オ

オ
キ
ミ
（
天
皇
）
の
怒
り
を
買
う
。

継
母
の
オ
オ
キ
サ
キ
（
皇
后
）
の
陰

謀
で
、
罪
を
償
う
た
め
南
の
ク
マ
ソ
を

征
伐
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。

叔
母
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
か
ら
神
の
霊
力

が
宿
っ
た
剣
を
授
け
ら
れ
た
オ
ウ
ス
ノ

ミ
コ
ト
は
、
ク
マ
ソ
を
支
配
す
る
ア
ニ

タ
ケ
ル
と
オ
ト
タ
ケ
ル
の
兄
弟
を
討
ち
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
名
乗
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
日
本
統
一
の
野
望
に
燃
え
る
オ

オ
キ
ミ
は
、
休
む
間
も
与
え
ず
直
ち
に

北
の
エ
ミ
シ
を
攻
め
よ
と
命
じ
た
。

や
が
て
妻
の
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
犠
牲

で
危
機
を
脱
し
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
も

と
に
、
よ
う
や
く
帰
還
命
令
が
届
く
の

だ
が
…
。
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１クマソを征伐に向かうタ

ケルは叔母から名刀「天叢

雲剣（あめのむらくものつ

るぎ）」を授かる ２クマソ

のリーダー・オトタケル

（右）との対決 ３タケル

の恋人タチバナヒメ（右）

が入水して嵐を静める ４

タケルが死に、親族らが集

まるラストシーン
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ˉ２月18日

第18回奥州前沢劇場

「むつざくら 前沢地ビール

物語」

前沢ふれあいセンター

ˉ２月24日、２月25日

第34回奥州胆沢劇場

「角塚の疾風」

胆沢文化創造センター
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13広報おうしゅう
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け
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っ
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が
、
そ
こ
で
…
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１後藤新平（中央右）から社

会情勢や西洋にあるビール

の話を聞く宏太郎と仲間た

ち ２石巻への出発を祖母

に懇願する宏太郎 ３ビア

酒「むつざくら」の醸造を決

意する宏太郎とおくみ ４

ついに完成したビア酒の出

荷を皆で喜ぶ

第

回

奥
州
胆
沢
劇
場
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む
つ
ざ
く
ら

１狩猟の命の恵みに感謝の舞を

捧げる蝦夷・イサワの民 ２月

夜に照らされ蝦夷の心を語るオ

トシロ（左）とそれに聞き入る

タケマロ ３朝廷軍使者・岐婆

都(キバツ)が大蛇に化身。

オトシロが立ちはだかる ４

角塚の上から現代を見つめる

オトシロとタケマロ

４

角
塚
の
疾
風

か

ぜ

時
は
8
世
紀
、
先
祖
代
々
角
塚
古
墳
を

守
っ
て
き
た
集
落
の
長
ア
ワ
ソ
と
イ
サ
ワ
の

民
は
、
毛
皮
な
ど
の
物
々
交
換
に
よ
り
、
朝

廷
と
も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。
し
か

し
時
の
帝
が
代
替
わ
り
す
る
と
、
蝦
夷
へ
の

侵
略
が
進
み
、
各
地
で
争
い
が
起
こ
っ
て
い

た
。
そ
の
侵
略
の
手
が
イ
サ
ワ
に
も
近
づ
い

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
イ
サ
ワ
の
民
は
、
自

分
た
ち
の
誇
り
を
守
る
た
め
に
戦
う
こ
と
を

決
意
す
る
。

そ
の
頃
朝
廷
で
は
、
時
の
権
力
を
も
の
に

で
き
る
と
い
わ
れ
る
「
弦
月
の
瞳
」
を
探
し

て
い
た
。
天
皇
は
、
陸
奥
の
国
に
あ
る
と
い

う
こ
の
「
弦
月
の
瞳
」
を
手
に
入
れ
、
難
航

し
て
い
た
蝦
夷
征
伐
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
た
の
だ
。

一
方
、
イ
サ
ワ
の
地
で
は
、
朝
廷
に
仕
え

る
鳥
取
部
衆
の
タ
ケ
マ
ロ
が
、
熊
に
襲
わ
れ

た
と
こ
ろ
を
、
ア
ワ
ソ
の
娘
・
オ
ト
シ
ロ
が
助

け
、
村
に
連
れ
帰
り
看
病
す
る
。
朝
廷
に
仕

え
な
が
ら
も
、
狩
り
を
し
な
が
ら
旅
を
す
る

タ
ケ
マ
ロ
は
、
自
然
に
対
す
る
気
持
ち
が
イ

サ
ワ
の
民
と
通
じ
、
次
第
に
交
流
を
深
め
て

い
く
。

怪
我
が
回
復
し
た
タ
ケ
マ
ロ
は
、
看
病
の

お
礼
に
と
、

年
前
鶴
を
仕
留
め
た
と
き
に

18

手
に
入
れ
た
勾
玉
を
オ
ト
シ
ロ
に
渡
す
。
す

る
と
そ
の
勾
玉
は
赤
い
光
を
放
ち
、
オ
ト
シ

ロ
は
そ
の
場
を
逃
げ
る
よ
う
に
去
っ
て
い
く
。

そ
の
勾
玉
こ
そ
が
、「
弦
月
の
瞳
」
な
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
不
思
議
な
光
景
を
目
撃
し
た
朝
廷
側

の
人
間
は
、「
弦
月
の
瞳
」
の
在
り
か
を
確
信

し
、
イ
サ
ワ
へ
と
侵
略
の
手
を
伸
ば
す
の
で

あ
っ
た
。

朝
廷
軍
と
の
戦
い
の
行
方
は
？
そ
し
て
、

「
弦
月
の
瞳
」
に
秘
め
ら
れ
た
も
の
と
は
…
。
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前
沢
地
ビ
ー
ル
物
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